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 Invitation to London （改定）  B版

1. Map of Greater London 

2. Map of City of London 

[City] 

3. Tower of London                  

4. St. Paul Cathedral                

5. Bank of England                  

6. Bow Bell: St. Mary-le-Bow         

7. London Bridge                    

8. Tower Bridge           

[West End & Parks] 

9. Buckingham Palace               

10. Hyde Park & Marble Arch and Speakers’ corner    

11. Kensington Garden               

12. Victoria & Albert Museum         

13. Royal Albert Hall                 

14. Harrods                          

[West End]                           

15. British Museum                  

16. Covent Garden                   

17. Big Ben                          

18. Westminster Abbey               

19. Piccadilly Circus                  

20. Regent Street                     

21. Bond Street                       

22. Savile Row                        

23. Carnaby Street                    

24. Trafalgar Square                 - 

25. National Gallery                   

26. Tate Britain                       

[South] 

27. London Eye                       

28. The Gherkin                      

29. 漱石記念館                       

[Others] 

30. Olympic Stadium                 

31. Portobello                          32. Abbey Road      

33. Millennium Footbridge              34. Royal Ascot     
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United Kingdom of Great Britain   

and Northern Ireland   

  英国の名称：グレート・ブリテン及び北アイルランド連合国 

         *「イギリス」の呼称はポルトガル語の「Inglez」から 

  通   称：Ｕ．Ｋ． 

英国の概略：人 口    6.3 千万人 

       面 積    日本の国土の約 70% 

                    *大略日本の本州と同じ広さ 

           *（英）ドーバーと（仏）カレーとの距離 約 30ｋｍ強 

       市の数    69  （Eng.51/Scot.7/Wales6/NL.5） 

                  *Kingの認可が必要 

              方 言    一般に 200以上とも 

              南部の英語が標準語とされる・・・ 

Brightonなどに王室・貴族が避暑に 

テムズ河： 全 長    346km 英国最長の川  cf. 信濃川 367km 

            源 流    Thames Headは Cotswold内の 

Cirencesterに近い丘陵地にあり 

              Oxford/Windsorを経由して Londonを貫流し 

                           北海にそそぐ 

       跳ね橋    1894年完成 

特  徴： Pubが大衆に大変親しまれている・・・ 

・地方の町では、夕食後に近くの Pubへ出かける人が多い     

・イギリス人は、時間をかけてビールをなめるように飲む 

     ・・・ドイツ人はジョッキで、がぶがぶ飲む 

       ・どんなに小さな街にも１軒の基督教会と Pub（複数）有り 

      ・イギリスでは、「１日に４季がある」 

＝気候の変化が激しいことの喩え 

         “There are four seasons in a day.” 

Londonの沿革 
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ロンドン沿革 

＊ストーンヘンジ：2400BC頃のインド・ヨーロッパ語族による建設 

＊アングロサクソン：サクソン人・アングル人・ジュート人などブリテン島に 

渡来したゲルマン人の総称（8~11Cのバイキングを含） 

西  暦   事     象 

55・54 BC頃 シーザーのローマ軍がイギリス東部に進出 

    

 43 AD 
ローマ皇帝クラウデスⅠ世による征服後、テムズ河 

沿いにロンデニュウム（低湿地の沼沢の砦）を形成 

ローマ帝国の属領に 

    46 頃 ローマ人によるロンドンブリッジ建設 

409 頃 ゲルマン人の進出で徐々にローマ軍撤退 

アングロサクソン人がいくつかの王国を形成す 

     

1042 
サクソン人の王エドワード（懺悔王）が国王即位  

ウエストミンスター寺院を建設 

    

 

1066 

王の死後、遠縁のノルマンデー公ウイリアムがイ 

ングランドを征服し、ウエストミンスター寺院で 

王に即位（ノルマンコンクェスト） 

ロンドンは首都として発展 

 

1078  頃 

ウイリアム１世（征服王）の時世にホワイトタワー

（ロンドン塔）完成 

 

1. Map of Greater London 



4 

 

 

 

 

 

2. City of London・・・国際金融・商業の中心地 

 

*Cityの西地域の方が Londonの高級な地区と言われた（風上） 

しかし、最近は東の地域も再開発されて高級化する 

 

 

 

 

 



5 

 

3. Tower of London・・・11世紀後半 ウイリアム 1世建設 

            倫敦塔の変遷：王宮→牢獄→博物館 

        

  

      ＊夏目漱石は英国滞在中に１回だけ「倫敦塔」を訪問 

随筆「倫敦塔」を歴史も含め詳しく述べている 
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    倫敦塔の守護神 からす           Traitors’ Gate 

＊倫敦塔には常に 2羽のカラスを飼う習慣あり 

 

 

４。The Great Star of Africa （アフリカの星：英王室の財宝） 

   

                       The Great Star of Africa 

・ダイヤモンドの発見 1905年・・・現存の世界最大のダイヤ（南ア産） 

・イギリス国王に献上・・・現在、英王室の所有 

・その輸送方法・・・大輸送体制を装うも・実際は普通郵便で送ったとのこと 

・その加工では有名な加工技師が 2回卒倒（本人は否定）・・・10個前後に割れる 

   カリナン１ (530.2ca/106g)・・・英国王の王笏に    

カリナン２ （317.4ca/63g）・・・英国王の王冠に 

カリナン３ （94.4ca）   ・・・メアリー王妃の王冠に 
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カリナン４ （63.6ca）   ・・・メアリー王妃のペンダントに  

*エリザベス女王のコメント・・・「王冠は重くて首が折れそう」 

 

英 国 王 の 王 冠 

 

           King Henry Ⅷ 

             
           イングランド王 1491～1547 

                 王在位 1509～47 

        自国の地位向上を図るも、フランス侵略に失敗 

王の離婚問題でローマ教皇の支配を離脱して英国教会設立し、その長になる 

    ６人の王妃を迎える。修道院の解散を断行 

http://orderofsplendor.blogspot.com/2012/04/cullinans-part-1-big-stars-of-africa.html
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4. St. Paul’s Cathedral・・・604年頃に木造で建立。しかし、数度火災等で消失。          

建築家クリストファー・レンの設計で、1710年に再建。Cityの景観を大切にする。 
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5. Bank of England・・・1694年設立：国営化 1946年 
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6. Bow Bells  (East End にある Bow Bells: St Mary-le-Bow) 

 

     

    

   *この鐘の音が聞こえる地域で生まれた人が,生粋のロンドン子（Cockney） 
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7. London Bridge・・・「ロンドン橋落ちた」の童謡の橋 

 

ロンドンがローマの植民地だった頃からの橋。最初は木造だった。 

      1209年に石橋となる。橋上は 1755年まで雑多な建物が建つ。1755年以降は道

路占用となる。旧橋をアメリカの富豪が Tower Bridgeと勘違いして購入,フロリダに移築 

 

  

The Monument（London大火 1666）    CF：明暦の大火：1657江戸城本丸消失 
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8. Tower Bridge （跳ね橋：1894竣工） 

    

 

 

    

            ＊「人は右側、クルマは左側」の始まり 
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9. Buckingham Palace  1703年にバッキンガム公が建設 

 

         ＊見物者はスリにご用心とのお触れが出る 

 
      Victoria女王の住まい＆チャールズ皇太子＆ダイアナ妃の最初の住まい 
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10. Hyde Park & Marble Arch and Speakers’ Corner 

 

 

 

 

 

   

   Marble Arch               Speaker’s Corner 

Speakers' Corner: この場所では何を話しても好い、但し、・・・ 
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11. Kensington Garden 

 

   

 

    

     クイーンビクトリアの像             永遠の少年ピーターパンの像 

                          （英作家バリーの冒険物語） 

 

           Albert Memorial::ビクトリア女王の夫君 Albert公の顕彰碑 
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            ダイアナ妃の婚礼衣装  

＊結婚の翌日にチャールズ皇太子に恋人がいることを知る 

 離婚後に、自分の執事に手紙で「身の危険」を伝えていた 

    ・・・「いずれ私は、自動車事故で死ぬことになるでしょう」 
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12. Victoria & Albert Museum 

 

           Natural History Museum 

         

 

                        Victoria & Albert Museum 

 

         所蔵品 ４00万点以上 
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13. Royal Albert Hall （Prince Albertを顕彰：BBCの the Promsの会場） 
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14. Harrods・・・世界最大のデパート（ピンから象まで販売） 

 

 

 

 

 

     Harrodsのケーキ売り場            故ダイアナ妃を顕彰 
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15. British Museum・・・入場料無料（B.ショウや資産家の寄付による） 

          

      

 

 

     ナポレオンのエジプト遠征時の 1799年に、ナイル川近くで発見           

     ロゼッタ・ストーンは 3言語で表記・聖刻文字の解読に貢献 
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16. Covent Garden  Royal Opera House前の広場 

 

 

    

正面の建物：St. Paul Church 広場は大道芸人による各種ショウ 

以前は花市場で、MFLのエライザはここの花売り娘 

  

 

 

 

 

 



22 

 

17. Big Ben・・・高さ９７ｍ・１５分ごとに時鐘 

  

*Big Benの 4階に議員用の牢獄あり（未だ未使用？） 

 

        

 

 

    議 会 室・・・議員用指定席はない？ 
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18. Westminster Abbey・・・国王の戴冠式場 
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19. Piccadilly Circus・・・アクセントに注意 

 

 

 

 

 

          

                広場中央に建つ「エロス像」 
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20. Regent Street 

          

           *男のヘアスタイル regent styleの発祥 
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21. Bond Street 

 

 

 

Bond Street商店街          

 

アイゼンハワー＆チャーチル像 
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22. Savile Row 

 

 

          紳士福「背 広」の発祥地 

                    イギリス紳士の背広の着方は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23. Carnaby Street・・・                                 

ヤングファッシオンの街 
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24. Trafalgar Square 

 

 

 

 

 

 

        Trafalgar広場              Viscount Nelson像 

                         フランス＆スペインとの戦争の英雄 
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25. National Gallery 
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26. Tate Britain・・・イギリス絵画所蔵（ターナーなど） 
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27. London Eye 

 

      

 

         

 

 

 

 

28. Gherkin 
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29. 漱石記念館（現在は閉館？） 

 

ロンドン夏目漱石館 館長（四国出身） 
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30. Main Stadium of London Olympics 

 

 

 

 

 

31. Portobello （古物市：常設） 

 

 

 

 

 

32. Abbey Road 

 

 



34 

 

 

     

 

           Abbey Studio (EMI) 

          

 

                        Abbey Road 
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33. Millennium Footbridge 

 

    

歩行者用の橋 
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34. Royal Ascot 

 

 
 

 

 

                       Royal Ascot 

               Londonの西方にある競馬場 

        毎年 6月の第３週に４日間開催のレース  

国王も臨席する最大の競馬会 
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       招待客は男女とも帽子を着用（食事時） 

 

Ascotに招待された女性客 

          


